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は じめ に

本論は、前号に掲載された 「21世紀における専門家教育の方向性を問う一教育者の養成 とロ

ゴ ・テラペイア(1)一 」1の続編である。前稿(1)で は、専門家教育における 「実践」の捉

え方に焦点を当て、21世 紀の専門家教育の向か うべ き方向にロゴ・テラペイアの視点から問い

を投 げかけたが、本論で は、「実践的」であることの陥穽にはまらずに、専門家(教 師)の

「心術」を形成することはいかにして可能になるか、という大学 における養成課程が直面 して

いると思われる困難な課題に焦点を当てたい。その際、筆者の 「教職課程」における具体的な

試みを取 りあげ、その課題に対 して、ロゴ ・テラペイアによる働きかけが拓 くことのできる可

能性にっいて、読者よりの忌憧ない批判を請い、今後の展望を得る縁としたい。

1.教 職課 程 の授業 にお ける一 つ の試 み

さて、筆者は、自らが携わっている教員養成を目的とした教育活動が、学生一人ひとりが

「人間であること」「教育者であること」に目覚めることを願って講義や演習を試行錯誤 しなが

ら進めている。すなわち、「何のために自己は生きるのか」「何のために教育に携わるのか」を

問わせる機会をっ くり、一人で も多 くの学生が 「人生から問われて生 きる」、ひいては 「教育

か ら問われて生きる」 ことの自覚に目覚めるように工夫 しようと考えている。なぜなら、その

ことが養成段階での教員養成に最 も重要な使命だと考えるからである。 とりわけ、筆者の担当

する 「教育哲学」「教育学概論」(免許法上は 「教育の理念ならびに思想や歴史」の領域)「 道

徳教育論」(免許法上は 「道徳の指導法」の領域)「総合演習」などといった 「教職に関する科

目」には、表層においては様々の学習すべき内容があるにしても、本来、以上のことが中心的

な ミッションであり、その 「目覚め」なしには学習内容の形骸化を招 くと考えるからである。

ここでは、大変稚拙ながら、その試みの一端を披渥 したい。筆者は 「道徳教育論」の授業の
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一部において、学生 自身が自ら 「生 きる意味」を考える機会を設 けている。その理由は、まず、

子どもや生徒の 「道徳の教育」が成立するためには、まず、それを担う大人世代に 「教育の道

徳」(=大 人世代が、 どのような人生態度で教育に関われば、子 どもの人間形成を促すことがで

きるのかにっいて思慮をめぐらし、それに応えていくこと)が 問われなければならない、とい

う認識が大前提 となっているか らである2。このことは実に当然のことであるにも拘 らず、近

代教育の目的合理主義の中ではほとんど問われることがないのである。大人世代が自らの姿勢

を省みることなしに、 うまくいく道徳教育の方法などというものは存在 しない。よ しんば、そ

のことに無反省に、教師が学習指導要領 に沿って、「全面主義」のもとに道徳教育の 「全体計

画」を立て、その 「補充 ・深化 ・統合」を役割 とする 「道徳の時間」を形の上でそっな く展開

したとしても、それで、子 どもの人間性の基礎を培 うという大 目標が成就 される保証はどこに

もない。1996年 の第15期 中央教育審議会の第一次答申以来、「21世紀を展望 した我が国の教育

の在 り方」は 「生きる力」 というスローガンに集約され今 日に至っているが、「道徳」の学習

指導要領においてもこの 「生 きる力」が、戦後の基本原則である 「全面主義」 と1958年 以来の

「道徳の時間の特設」を通 じて実現されるよう、中学校の場合23項 目の 「道徳の内容」に詳細

に敷術されているのである。全体計画においては、 とりわけ、従来からいわれてきた家庭 ・学

校・社会の連携をより実質のあるものとするために、「開かれた学校」の理念のもと、教師がそ

のコーディネータ的役割を担 うこと、校長等は、全体計画の策定 と実現においてこれまでにも

増 した リーダーシップを発揮すること、各教科、特別活動、総合的な学習の時間といった学校

教育の活動の全体を通 じて実施されることなどが強調 されている。 ここ2年 聞くらいのマスコ

ミ等による底の浅い 「ゆとり教育見直し」論、「学力低下」論による議論の迷走はあるものの、

基本的には 「生 きる力」なるスローガンは、21世 紀が、工業化社会(「 第二の波」)か らポス ト

工業化社会 ・知識社会(「 第三の波」)へ の転換、そしてすべての人が同じように進歩する社会

への適応を目指す学校中心のマスプロ教育の時代から、あらゆる世代の人々がともに学び合い

なが ら創造性を発揮できる生涯学習の時代へと向かうことを目指 して捻出されたと考えられる。

したが って 「生 きる力」 というスローガンの出現にっいては、 これまでもよく耳に した振り子

運動にも似た教育世論の振幅の文脈で解釈されるべきではなく、今後の中 ・長期的な教育改革

の基本的方向を示すためのものであることは認めなければならない。

しかし、その上で、それが指導要領上に盛 り込まれたときに、 もれなく完壁を記そうとする

官僚的配慮 と従来からの徳目主義が相挨 って、「総花主義的」「網羅主義的」傾向を生ぜ しめ、
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かえって問題の本質をぼやか して しまっているという問題が生 じるのである。確かに、「生 き

る力」は全人的な力であろうか ら、様々な要素に敷術 されてよいのであるが、それは 「力」で

ある限 りにおいて、当然徳目そのものを指 しているのではないはずなのである。そうではなく、

本来、人格全体が生成へと向か う力のベク トルのことを意味 していることに注意を払 う必要が

ある。そうであるなら 「生 きる力」の衰退は、徳目が十分に教えられていないことによるので

はな く、そもそも、人格の中心か ら多方面に発揮されるそのエネルギーそのものの衰退(人 格

の中心にあるはずの 「種火」そのものが弱 っていること)に よるものだと考えざるを得ないの

である。そして、その人格の中心にあるはずの力の顕現を妨げているものへの十分な配慮 もな

く、「生 きる力」培 うためと称 して細分化された到達目標を徳 目としてあげるだけでは、道徳

教育が上滑 りになり、空転することが必至なのである。そこで筆者は、以前か ら 「生 きる力」

を培うことの前提として、自らの 「生きる意味」を問わせ、自らの生状況の文脈において 「意

味」実現の機会を拓 くことを教育の中心的使命にお くべきことを説いてきた3。「生 きる意味」

が子どもたちのそのっどの状況において実感されるよう配慮することによって、はじめて、そ

の結果として様々な方面に 「生きる力」が甦るのである。徳目は直接向か うべ き目標ではなく、

生き方の方向性が変更4さ れた結果、おのずか ら実現されるはずの 「世界内存在」の諸相であ

るといえよう。筆者が、「道徳教育論」の授業で 「生 きる意味」の問題をまず考えさせる理由

はこの点にある。

さて、冷戦時代から教育界にも深 く影を落としてきたイデオロギー対立の影響を受けて、今

日、学校における道徳教育が骨抜きにされてきたことは否めない。 したがって、今後、教育活

動全体が人間形成の現実に開かれるために、道徳教育を充実できるな ら、それは歓迎すべきこ

とであることは確かである。 どのようなイデオロギーであれ、政治の論理で語 られた道徳教育

を払拭 し、人間形成の論理でそれを語 り直さなければな らない。そ してその際、上に述べたよ

うに、学習指導要領に沿 った道徳教育を意図的計画的に、っまりその意味で 「実践的に」遂行

することが、実質を伴 った人間形成を成就するとは必ず しもいえないことに注意を払わなけれ

ばならない。学生の多くが、学習指導要領に記載 された 「道徳の時間」を含む道徳教育全体の

内容に関 して、「ここにはすべてく正 しい〉ことが書いてあ り文句のっけようがないが、これ

をすべて実行するのは気の遠 くなるような話である」 という感想を漏らす。た しかに、それは

美辞麗句で埋め尽 くされている。最終的に官僚の眼を経て作成 されるわけであるから、どこに

も 「水漏れ」のないように完全を期 して文章化されるため、 どうしても 「総花主義的」「網羅
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的」にならざるを得ない。その上問題は、「〈正 しい〉ことを実践に移すべ し」という 「語 り」

で埋あ尽 くされ、そのことが、かえって現代の時代状況の問題を根源から問いたてて思考する

という回路を閉ざそうと働いていることである。っまり、「なぜ、そのく正 しさ〉が実践 した

くて もできないのか、何がそれを阻んでいるのか」にっいてはほとんど語 られない。その結果、

結局は、「実践的」な努力不足が問題の本質であるかのような印象を与えることになる。そし

て、このような 「総花主義」 と 「時代批判 の欠如」は、現場の教師を表面的な意味で 「実践

的」に駆 り立てるばか りで、「何が今教師に本質的に求あられていることか」「自分 はどのよう

な人生態度で教育に向き合 うべきか」を考える機軸を見失わせてしまうのである。

筆者の試みは、まず、受講生に 「生きる意味」の問題にっいて自覚的に考える機会を与える

ことか ら始まる。開放制の教員養成大学、とりわけ、教員養成を目的とする学部のない大学 に

おける教職課程の受講生には、将来、教師になる学生 もいれば、そうでない学生 もいる。教員

養成を顕在的なカリキュラムの目的としなが ら、将来、教員にならずに社会や家庭で大人とし

て生きていく学生たちにも教育にっいて考えさせ、その使命を自覚させるという役割が、そこ

では潜在的カリキュラムとして担われてきたといってよい。 このことは大衆化による大学教育

の空洞化によって必ず しも実質あるものとはなっていない恨みはあるが、そのような機会を提

供 しているということ自体は、今でも社会的に大 きな意味をもっている。今後の大学教育の改

革の中で、開放制の教員養成 システムを再構築する際には無視できない重要な要素だと思われ

る。なぜなら、子どもたちを善 くしたいと思 うならば、まず次世代の育成に責任を持っ大人世

代全体の意識の成熟が不可欠だか らである。教育全体をより善 くするために、教師もその一端

を担いうるが、教師だけでできることは極めて限 られているということもまた事実なのである。

人間性の基本は家庭で、そしてコミュニティーの中で、そしてそれを包括する社会全体の精神

状況によって培われることは今でも変わらない。それを担いうるのは、真に 「教育から問われ

て生きることのできる大人」へと成長する若者たちなのある。

2.問 いか けへ の準備

以上のような願いをこめて、まず受講生に 「生きる意味」をめぐる筆者の問題意識を綴った

次のような文章を読ませ、その後の問いかけに備えさせる。
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価 値不確定時代 に生 きることの難 しさと 「生 きる意味 」

私 たちは、何のためにこの世に生 まれ出て くるので しょうか。 もちろんそんなことは誰 にもわ

か りません。 けれ ど も、私 たちが、 この時代 に、男 と して、女 と して、 この親 の子 ど もと し

て、… たまたま生 を受 けたこの偶然 に何か意味があるので しょうか。 そんなことをふと思 う

ことが あるので はないで しょうか。少な くとも、 この世 に自分の意志で生 まれ出て くる人が い

ない以上、人間が生 きるということには、 そもそ も、「存在 の深 い謎」が最初か ら含まれて い

るのです。 もちろん、病気になった り、死 に直面 した りすると、人間は、いったいどこか ら来

て どこに行 くのだろうか、 と考え ることがあります。他の動物 とは異な り、人間はそうい った

ことに思いを巡 らせ るただ唯一の動物なのです。人類 の様々の文化や芸術 には、 このような人

間の存在の不可思議 さを表現 しようと した ものが沢山存在 します。で も、 このような 「存在の

深い謎 」は、普段 の日常生活では忘れ去 られています。「勉強 しなければ … 」「美味 しいものが

食べたい … 」「お金がほしい ・・」などということにもっぱら意識が向けられ、そんなことは考

えて も無駄だ し、考えるだけ愚か しいことのように も思われています。 けれども、 そんなこと

を これ っぽっち も考えていない日常の歩みの足元 に、実 はこの 「存在 の深い謎 」は隠れて いる

のです。

今や、私たちは、 このことに真剣に目を向けるべ き時にきているので はないで しょうか。と

いうの も、一家にテ レビや自動車があるのがあた りまえの暮 らし一それ は地球上で、ひと握 り

の人に許 された豊かさなのです。それにもかかわ らず、私たちの多 くは生 きることのむなしさ

を感 じています。 自分が今 ここに生 きている意味が分か らない。 自分なんていな くて もいい し、

別 に自分 じゃな くて他の人で もいいじゃないか。道具はふんだんにあって も、それを使 って何

をすればよいのか、夢を描 けない時代状況の中で、様々の青少年の事件や、中高年、老人の自

殺の増加 も起 こっているように思えます。経済不況が原因だという人 もいますが、景気が回復

すればすべては解決す るのか一それは決 してそ うではないことに人 々は気づきはじめています。

今、私たちの社会が抱えているこのような身近な問題の根源にあるのは、「生 きる意味 」が見え

ない、 ということなのです。 しか し、私 たちは 「存在の深い謎 」を抱えなが ら、 この問題 にど

のように向き合 ってい ったらよいので しょうか。 このことをよくよく考えてみる必要があるの

です。

さて、長い人類の歴史の中で、20世 紀 ほど急激な変化を体験 した時代があったで しょうか。

世界 はその間、二度の世界大戦を経験 し、その後東西の冷戦 というイデオ ロギー対立の時代を
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経 験 しま した。冷戦後、 イデオロギーの枠組みが溶解す ると各地で民族間の対立が噴出 しまし

た。特 に二〇世紀 の一世紀間、人類が長 い間生 きる拠 り所 としてきた広 い意味での伝統的価値

や慣習は、科学技術の発展 による近代化が生活世界に浸透するにっれて通 じて徐々に(あ る場

合 には急速に)崩 壊 しま した。結果的にみれば、世界中のすべてが豊か になったわけでは決 し

てありませんで したが、総 じて先進諸国は物質的な豊かさを獲得 しました。 日本で も戦後の高

度成長 は目覚 しく、技術 の進歩や国際間の情報交流にともなって、時代の価値観 やライフスタ

イルの変化 ・多様化 はその加速度を増 して現在にいたっています。私 たちの生 き方や考え方 も

一世代前 とは随分変 りま した し、おそらくこれか らの若い世代がどのような時代にどのような

生 き方を してい くのかは簡単 に予想がで きない時代にな ったとい って もよいか もしれません。

そ して今、私たちはこのよ うな状況が、人間 にとって本当の意味での幸福を もた らして いる

か と反省することを迫 られているのです。なぜなら、 たとえば、市場主義一辺倒 の価値観が も

た らすエ ゴイズムの蔓延(欲 望 の肥大化)、 地球環境汚染の問題、生命の操作や核 による人類

破滅の可能性、世代間ギャップの広が りとデ ィス ・コ ミュニケーションの問題、家族共同体や

コ ミュニテ ィーの機能不全、便利 になった情報化が もたらす様々のモ ラルハザー ド、そ して こ

れ らの根底にあ る人間の心の不安定化 とその反動 としての狂信やテロル等々、私 たちの身近 に

迫 っているこれ らの問題 を考えるだけで、それが単 なる時代 の変化だけでは片付 け られない21

世紀 を生 きる人闇の危機であることを感 じざるを得 ないわけです。

マ ンフォー ドによれば、現代世界 は二重の危機に陥 っています。すなわち、それは外な る地

球環境の危機 と内なる心の危機(人 間相互のコ ミュニケー ションの危機を含 む)で す。 しか も

この二重 の危機 は、お互 い深い ところで通底 し、物質主義 とテクノロジーと欲望 の肥大化 に

よって ますます加速度的 にその深刻 さを増 していると考えてよいで しょう。 もはや もとにもど

れない、抵抗するのが不可能 にみえる現代世界の動向の中で、私たちは 「より多 く生きる」 こ

との追求 と「何 のために生 きるのか 」の忘却 を強い られているといえます。っまり、 ひたす ら

より多 くのものを所有 し 「自己実現」 していこうとす るのですが、そ うであればあるほど人間

は自己中心的な世界観 の呪縛か ら逃れ られず、視野狭窄 に陥 り、人聞 として最 も大切 なことを

見失 って しまうのです。その最 も大切 なこととは、人間にとっての本当の 「生 きる意味 」の充

実の問題です。科学技術の発展は、すべての事を人間に可能 にするように見えます。技術的 に

はクロー ン人間を作ることも生殖を操作することも可能 にな りました。 お互 い匿名のまま責任

を伴わないコ ミュニケー ションが手軽 にできるよ うにな りました。現代はまさに 「すべてが許
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されている 」時代か もしれません。 しか し、すでに述べたような私 たちが今抱えている 「生 き

る意味」の危機を直視すれば、「すべてが許 されている」というのは表層の事柄であることがわ

かるで しょう。「すべてが許 されている」 とい う表層の もとに、同時 にその深層 において 「す

べてが虚 しい」時代=「 意味の危機」の時代 に私 たちは生 きているのです。

参考文献 山田邦男著 『生 きる意味への問い一』佼成出版

池田晶子著 『14歳 か らの哲学 一考え るための教科書』 トランスビュー

上田紀行著 『生 きる意味』 岩波新書

以上をじっくり読ませた後、以下のような問いを投げかけ、それに文章によって答えさせて

いる。いきなり問いを投げかけると 「生きることの意味」が何を意味するのか、学生の側にイ

メージが描きにくい。多少ディレクティヴではあるが、導入の意味で以上の文章をまず読ませ

ることにしている。 しか しこの時点で、それが十二分に理解されたかどうかは厳密に問わない。

それは、以後の授業の中で理解できるように進めていく。 ここでは、「生 きることの意味」へ

の問いがどのような問いであるのかにっいての漠然とした共通認識を獲得できればよい。その

上で、学生に、自分自身のことへ目を転 じさせるために以下のような問いを投げかける。

3.問 いか けと応答 一 「思慮」を発動 させるために一

Qあ なたは、自分が 「生きることの意味」にっいて考えたことがありますか?

ある人 … それはどのような時ですか?そ れにっいてどのような答えを見出しましたか?

ない人 … どうして、あなたは考えたことがないのだと思いますか?

これ は、 あ る意 味で ひど く短絡的かっ不躾な問 いか けで ある。「生 きることの意味」 にっ いて

一定 の答 えがあ るわ けで は毛 頭な い
。 にもかかわ らず、一定の答えが どこか にあるか の如 く問

いか けてい るか も しれ ない。 また、書か せ るのにそれ ほど多 くの時 間 を与 えな い。せ いぜ い

20分 程度 であ る。それ で も敢 えて この問 いを突 きっ けるにはそれ な りの意 図が あ る。 その こ

とにっいて は後述 す るとして、学生 か らの回答 の一部 を ここで示 してお こう(プ ライバ シー保

護 の観点 か ら無記名 に してあ る)。
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〈ある〉と答えた学生の回答文

テス トの点が悪 い時や友達 と喧嘩 した時、自分が必要 じゃないと分か った時、何故、私なんか

生 きているのか?と 思 って、辛 くな って生 きることの意味を模索 して生 きています。で も、最

後 に生 きていた ら、いっか は絶対 に幸せにされ ると思い、生 きています。生 きることに意味な

んか無いか もしれないが、生き続けることに意味があるのか もしれません。

ただ何 となく漠然 と毎 日が過 ぎてい き、何の達成感や充実感 を味わうこともな く生活 している

時に、私 は自分の生 きる意味にっいて考えます。 自分の生 きる意味にっいて考え出 したのは大

学 に入 ってか らと思 います。自由で全て自分で選択 しなければな らないので、 自分か ら動 き出

さないと何 も始 まらないということが分か りました。 まだ答え は全然見 出せていない し、 これ

か らも考えてい く問題だと思 います。… 私 はす ぐに答えを出すのではな く、意味 はそれまでの

過程を大切 にして生 きていけばいいと思います。

私 は実際 はあまり考えたことがありませんで した。 しか し、そのことにっいて とても悩んでい

る友人がいま した。友人 は私 にその意味を聞いて きたのですが、私は全 く答えることがで きま

せんで した。 自分 自身、何故生 きているのか分か らないのに答 え られるわけがあ りません。で

もその後ゆ っくり考えてみて、分か ったこともあります。今 はまだ10代 という、人の人生でい

うとまだ始 まって間 もないのに分かるはずがない。でも、だんだん年老いていき、人生の最後

に 「生 きる意味」が分か るように生きていけたら幸せだなあと思 います。

それは中学校の時 に祖母が亡 くなった際で した。初 あて体験 した身近 な死 に、自分 もいっかは

同 じように死ぬことを考えた時に、生 きることとはどういうことかなと思 いました。人聞は生

まれてか ら死に向か って生 きていかなければならないことが事実 としてあるので、その中で充

実 した生 き方を したいと感 じま した。

今、地元を離 れて一人暮 らしを死ながら、生活 を していてふ と家でぼんや りしていた時に考え

たことがあります。私が この世 に生まれてきたのは、いろいろな ことが重な り合 って、両親の

一50一



人生(教 育)か ら問われて生きるという実践 一教育者の養成とロゴ・テラペイア(2)一

間 に生 まれてきたのだ と思 います。 なので、 自分の一生が終わ るまでに多 くの人 と出会い、夢

を実現 しよ うと努力すること、その他いろいろなことをすることによ って この世に少 しで も自

分の生 きた証を将来の人 に残 していくことが生 きる意味だと今 は思 います。

小学校の頃、5年 生 で引越 しを した為、学校 が変 わり、その変わ った学校先で軽 いい じめに

あったとき考えま した。い じめられた原因 は分か っていたので全然平気で したが、 いじめてい

たのが一番仲良 しの女の子だ ったので、よ く、私 さえいなければもめることも、わず らわ しい

ことも無かっただろうにも申 し訳ないと思 いました。で も、その時、私にで きて彼女にはで き

ないことは沢山あって、生 きてい く上で私 という価値が必要になるときが必ず来 るのではない

か と考え、だか ら私の生 きる意味は、私 にしかで きない こと、私でない とだあなことが これか

らでて きて、その ときに意味を見 出せるのではないか と考えま した。だか ら、そのときにはま

だ生 きる意味が何であるかは答えは出ていませんでした。

僕が考えるに、意味なんて無 いと思 う。 というか、考 えた ところで結局 のところ答えは見っか

らないと思 う。 自分 の生 きている意味を考えは じめると、次は人類 の存在の意義 を、 その次 は

地球上のすべての生物→地球そのもの→宇宙全体 とな っていて途方 もっかな くなって しま うか

らだ。将来遠い未来にすべての仕組みが分かった ら、答えは出るのか もしれないが。

常 日頃か ら考えています。答え としては、「生 きる意味」などとい うもの はないのではないか

と思います。 なぜなら、 もともと宇宙の誕生 自体 に意味などとい うものはな く、人間の存在 と

いうものは、その延長 に過 ぎないと思 うか らです。

「生 きることの意味」 に当てはまるか分か らないが、「自分は今 ここに生 きているんだなあ」 と

思 い なが ら、その こ とに対 して涙 を流 した ことが あ る。最 近 は、JR西 日本 の脱線 事故 の

ニュースをテ レビで見たときだ。緊迫 した状況や、遺族の声を聴 くたびに 「人の命 とははかな

い ものだ」 とい うこと、「自分は ここに生 きて いること」を改めて実感 した気がす る。 自分が

生 きていることに意味があるのか と問われれば、正直分か らないが、自分が死んだとき、悲 し

んで くれる人間がいれば、自分の生きた価値があるのではないだろうか。
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ふ と、急 に深 く考え込む ことが多いです。 自分の存在というものは、たまたまかな り低い確率

の中、自分の親の子 どもと して生 まれて きたのではないか。 そう思えば、生まれて くる前 の少

しのずれで今の僕の心ではなく、他の心だったかもしれない。生 きるということは生 きがいを

感 じ、 それをす ることにあると思 う。ただ何 もしないで生 きているのは人聞 として、せ っか く

生 まれてきたのに残念な話である。 ただ、何かを したと思 えるよ うにこれか ら生 きて いきたい

で す 。

かって、他人 と上手 く関われず人間関係で悩んでいた時 「どうして生 きているんだろう」みた

いなことで、人生 の意味 にっいて考 えていま した。いろいろ考えていくうちに、家族や兄弟 は

選べない ということもあり、「生 きている」 とい うよ りか、人間には垣間見 ることのできない

何か偉大な力によ って運命 という名のもとに 「生かされている」 のではないか という風なこと

を感 じるよ うにな りました。例えば、 日本に生 まれたことも、この大学に入学 したことも今の

人間関係を形成するよ うにな ったのも何か大 きな力によって人生 を方 向付け られているのでは

ないか ということです。

す ごく忙 しくてするべきことがた くさんあるのにやる気が出せない時、何 もした くな くて無気

力 になる時に生 きる意味 にっいて考えます。私 は小学校三年生のとき父を亡 くしま した。中学

校の とき祖母を亡 くしま した。私は人一倍、人の死 に触れる機会が、現時点では多い と思いま

す。だか らその周囲の人が どんな気持 ちにな るのか分か って いるっ もりです。なので、「もし

自分がいなくなったら」 ということを考えると頑張 らな くてはいけないと思います。

父が死んだ時。3年 前 に末期がんであることを宣告 された時 には、自分が生 きることの意味 に

っいて深 く考えさせ られ ました。今まで何事 もな く、一緒にいるのが普通だ と思 っていた人が

突然 いな くなるということ、長男 として妹や弟、そ して母を支えていかなければならない。 自

分が しっかりしなければな らないと心 に刻みました。生 きた くて も生 きられない人が居 るとい

う事を学 び、今を大切 に一生懸命生 きようと思いました。

親に自分を否定 された時。… 「何 のために生 きているのか」 にっ いて、ず っと答えはわか っ

ていない。 けれ ども何かの本に書かれていた 「あなたはそ こにいるだ けでいいんだよ」 という
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言 葉に少 しだけ救われたことは確かだ。

自分が何を した らいいのかよ く分か らな くなった時。何 もできていないと思 う時。多分、意味

への応答ができる前 に、 しないといけないこと(学 校 とか)に 流 されて考えることをやめて し

まった気がする。今 は考えた くない。疲れるし、なんか悲 しくなる気がする。

何回 もあ って、よ く分か らないけれど、大体 は落ち込んでいる時や目標を達成 して新たな目標

に自分の可能性を見出 している時だと思います。 その時 に 「これか らどうしよう」 とか 「何で

生 きているのかな」 と思 った りする。僕の場合 は、 クラブの試合前になると切 り替えてそれ し

か見えていないか らです。

親に自分が生 まれた時の ことを聞かされたとき。私は、2日 間 もか けて仮死状態で生 まれて き

た。 しか し、運 よく何 の障害 もな く、生活 して生 きています。それを聞いて自分 は生かされて

いると思いま した。運命を信 じるわけではないが、人 は何かをす るために生 まれて くるのだ と

思 う。それは一人ひとり違 う。だか ら、生 きていることが生 きる意味であると思 う。

友人や親戚が亡 くなった時に考えた。あまり深 くものを考えれる状況で もなか ったので、結局

分か らなかった。強いて云えば、 そういうことを考えっづ けるの も生 きてい く意味なのかなあ

と思 った。

何故、今、 ここに生 きているのだろうと思 った時。その時死ぬために生 きていると思いました。

親か ら生まれて きた自分 は成長 し、親 となり、子ど もを作 ると思います。 そして子 どもも親 と

なり、子 どもを残す と思います。そのことか ら子孫を残す という重要な役割を もって生 きてい

ると私は思いました。

恋人 と一緒 にいる時。生 きる意味とは愛 し愛され ることだと思 います。今の恋人が、私が生 き

てい く上 でず っと一緒 にいる人になるのか どうか分か りませんが、今生 きているうえです ごく

必要です。愛 している時、愛 されている時に生 きているなあ と実感 します。愛 し愛され ること

で、次の世代への種を残す ことがで きますので、今生 きている私たちにとって、次の生命にバ
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トンを渡す ことが生 きる意味だ と思います。

あ りますが、それが何か?質 問の意図がわか りません。自分の生 きている意味 について誰でも

ほいほい言 うような、軽薄な生 き方を私 はするっ もりはない し、ほいほい言えるよ うな薄 っぺ

らな答えなど私は願い下 げです。私 は生 きる意味 も答え も言葉よ り行動で示 します。言葉 で示

す こともできますが、この小 さな上一枚で は無理です。尤 も言葉 で言える方 もいるで しょう。

しか し、この限 られた時間 と限 られた枚数内で言 って もらおうというのは、失礼か もしれませ

んが、生徒に不誠実ではないで しょうか。

特に普段と変わ らない日常生活を していて一人 にな った時。その時 は 「自分で も気づかない間

に、誰かも幸せに しているか もしれないか ら、誰かのために生 きている」 と答えを出 しま した。

ただ何 もせず に一 日をす ごしてみた時に少 し考え た。人間が生 きるということは、その人 が

持 っている欲求 を満た してい くたあに生 きているのではないか と思いま した。ただ単に、欲求

を満たすので はな く、 システムが構成 された社会の中で、 どのように して、 自分 なりの方法で

欲求を満た していくかを考えるために生 きているのではないか と思いました。

生命の誕生にっいて授業やTVな どで見た時に考えさせられた。生命というのは様々な困難を

乗 り越えてやっとの思いで誕生にまで至っているし、自分は何百、何千分の一の選ばれた人間

であり、生 きていく意味がある人間なのだと思わされた。

ふいに 「自分は何故生まれてきたのだろう」 とか 「自分 もいっかは死ぬんだな」 とか思います。

寝 る前だ ったり、風 呂の中であったりゆっくりしている時。答えは出ていません。

私 はか らだが弱 く昔か らよく入院をして きました。… 子どもの頃から生 きる意味 にっいては何

度 も悩んできま した。その頃は"生 きる"と い うことに意味があると考えていま した。 しか し、

大学生 になった今、 また悩んでいます。私 は恋愛で人を傷っ けて しまいました。今 はそのこと

で悩んでいて生 きる意味が分か らな くな っています。答えを見っけることがで きません。だか

ら今、必死 になって生 きる意味を捜すために生 きています。

一54一



人生(教 育)か ら問われて生きるという実践 一教育者の養成とロゴ ・テラペイア(2)一

命 というものは限 られているものであるか ら、 日々に目標 を持 って生 きていけると思 う。そ し

て この限 られた時間の中で存在 した証を残す ことが、生 きる意味であると私 は思 う。

目標 と していた ことが崩れて しまった時や、恋人 と別れた時。 なんか 目標や生 きているとい う

充実感 がなか ったら生 きているように思えない とい うか、ただ毎 日を過 ごして いるだけだと

思 った。人生 には目標が必要。

本や映画など、外部 からの問 いかけ等があ った時。 自己の欲求を満 たすため ということもあり

ますが、「なぜ生 きるのか」にっ いて 「死 ぬ理 由がないか ら」 とい う消極的理 由 も存在するよ

うに思います。

生 まれた瞬間 には、 もういずれ死ぬことが決 まっているという、悪 い冗談のような事実があり、

その死に向か ってい く人生 は楽 しいことよ りも辛 いことや、楽 しさを得 るにも大 きな努力が必

要 とされ、それ どころか明日の成功さえ確信で きないのです。 このような ・・毎 日とんで もな

く疲れるような時を過 ごす くらいな ら死んだ ほうが随分 と楽 なので はないかとさえ考えていま

す。(け れど も)私 が死を選 ばないのは、生 きる上での楽 しみが まだあるだろ うし、知 らない

ことを知 りたい し、 またこれまで育てて くれた親 に恩返 しをするめに生 きている必要があるか

らです。 もし、いずれかの生 きている理 由がな くな ったり、そ うでな くとも苦 しみがあまりに

も大きす ぎると思 ったら、死 を選 ばない理由が思い当た りません。… 最近では、毎 日大学に

通 って勉強 して も、本当に楽 しみな人生 なんて待 っているのか、 と考えた時 に死ねば楽 になる

とい うことが思い当た りました。 しか し、上記のよ うな理由か ら死を選ぶ ことは しませんで し

た。 それに死ぬこと自体大 きな苦 しみを伴 うものだか らです。

小学校高学年の頃だったと思 います。死んで しまいたい と最初 に思 ったの もその頃です。学校

が嫌で、 日常が嫌で、本気で死を考えま した。 しか し、小学生の私がそ うしなかった理 由は、

「周 りの人 のために生 きる」 とい う自分な りの答 えを見っけ出 したか らです。支えて くれる家

族や親 しくして くれ る友達のために私 は生 きる義務があるんだ と思い直 しました。

毎 日のように考えています。「私 の生 きる意味は何だろ う」 と。私 にとって、それは 「誰かに必

要とされること」です。その信頼をっ くるため、 日々自分自身と向き合い頑張 っています。
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自分 というものが この世界 にいるのは、やはりそれな りに意味があって生まれて きたんだと思

う。… 自分のためではな く、人のために尽 くす ことが 自分の生 きることの意味を見出す ことで

はないか と最近 にな り思 っている。

私 の友達が、交通事故で亡 くなった時です。わずか11年 しか生 きれなかったのを感 じ、家族な

どの悲 しみを感 じると、生 きている間 はできるだけ毎日 くいが残 らないように生活す ること、

周 りを悲 しませないように生きていき、ひ っそ り亡 くなりたいと思 いま した。

知人が 自殺 した時です。生 きることの意味をい くら考えて もこれだとい う答えが出たことはあ

りません。その自殺 した人 も、生 きていることに意味がない、価値がないと思 っていたみたい

です。 しか し、その人の死 によってたくさんの人が悲 しんでいました。 そんなに悲 しんで くれ

る人がいるのに生 きる意味がなか ったので しょうか。そんな ことはないはずです。その人 のこ

とを大切に思 って くれていた人たちを悲 しませないというの も一っの生 きる意味だと思 います。

生 きる意味を明確に見っけ られる人は少ないで しょう。 しか し皆自分では気付 くことはないか

もしれませんが、必ず生きる意味はあると私 は思 います。

生 きることは生 まれてきたか らにはあたりまえのことだと思 う。自 ら命 を絶 ったりす ることは

逃げだ し、事故や病気で死んで しまった人たちに対 して失礼だと思 う。精一杯、 自分の夢 に向

かって生 きたり、頑張 ったりすることが生 きている人 たちの義務だと思 う。

受験など、「みんながするか ら自分 もする」ように、 自分がまわ りか ら何かを無理やりさせ られ

ている時 にしばしば考えます。… 「なぜ大学へ行 くのか 」→ 「いい会社 に就職す るため」→

「なぜいい会社 に就職す るのか 」→ 「高 い給料を もらうため」→ 「なぜ高い給料を もらいたいの

か」→ 「将来楽 をす るため」 とな りますが、次の問い、「なぜ楽 を したいのか」や 「単 に楽 を

するだ けで よいのか」 となると、そ もそ も自分は楽をするために生 きているのかを考 え、最後

には何のたあに生 きるのかを考え ます。 どう頑張 って も答えは見っか らないので、「なぜこん

なことを考えているのか」を考え、結局 いっも振 り出 しに戻 ります。

〈ない〉と答えた学生の回答文
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は っきりとした理由は自分で も分か らないが、まず考えよ うと思 った ことがない。今改めて考

えて も 「意味」なんて分か らない し、分か る気が しない。僕は生 きる意味を考えるなら、 どう

生 きていくかを考えたい。 もし、考えて生 きる意味がなければ死ぬのか?で は死 ぬ意味はある

のか?な いと思 う。そ もそ も生 きてい くことに意味があると思 う。

今まで、今が楽 しければいい、今 を過 ごす ことで忙 しくやることがやみつ きにな り、 このよ う

に改めて 「生 きる意味」 という大 きなテーマについて考 えることができていなかったと思いま

す。 また自分ははっきりした答えが出せないので、考えないように して毎 日過 ごしていたのだ

と思 います。

ない。 というよ り考えない。考えて も 「この世に命を授か ったか ら」 とか 「楽 しさを見っける

たあ」 とか、なんか くだ らないことしか思いっかない。 もし本気で考えると難 しく、意味が分

か らな くなると思 う。 たとえ答えが出て も、漠然 と しす ぎて、得 しない と思 う。だか ら、「生

きる」を小さな分野に分けて、っまり目先の人生 にっいて考えるよ うにしている。それな らば、

答え簡単に出て取り組みやすい。

すご く抽象的だ し、大 きす ぎる問題 なので考えたことがない。それ に人 それぞれに思 うことが

あるか ら。生 きることの意味は考えよ うと思 って考えられることではないと思 う。

あたりまえの ことだか ら、当然 のことに疑問を待 たない。ルールがあればそれに従 うし、 しき

た りがあればそれを守 る。そのことに何 も感 じないか ら。っまり、生きることは当然の こと、

なぜ生 きるのか なんて考えたことがない。生 きたいか ら、死 にた くないか ら、生 きているわけ

ではない。

なぜな ら、今、自分が存在 している場所、時間、空間に何か しらの意味が存在 していると感 じ

ているか らです。それは特別意識 して 「考え る」 というよ りも自分の肌で 「感 じる(て いる)」

か らです。

世の中で意味のないものは存在 しないと思 っている。意味がないな ら、私 たちは存在 しない。

存在す る意味 は分か らないけれ ど、いるの は事実なんだか ら、生 きるとい う何か しらの意味は
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4.相 互 主観 的 な理解 へ

回答を書かせた次の週には、以上のような無記名の回答集を学生に配布 し、読む機会を与え

る。週に複数コマ担当する 「道徳教育論」の受講生のすべてを網羅できるわけではないが、問

いに対 して真摯に向き合った種々の回答のそれぞれの固有性を尊重 し、あえて類型化などせず

できるだけ多 くの回答を提示することを心がけている。そのことによって、学生一人ひとりが

同世代の人生観に触れて刺激を受け、相互主観的に各々のパースペクティヴが広がることを期

待 してのことである。多 くの学生が、「普段は友達同士でそのような話をすることはまずない

が、案外みんな真剣に考えているのだ」という驚きの感想をもらす。実際、決 して充分な時間
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を書 くために与えているわけではないが、それにも拘 らず、毎年、読み応えのある回答、考え

させ られる内容が返 ってくることは、事前の筆者の期待を上回るものであった。それゆえ、さ

らに2007年 度か らは 「〈生きる意味〉を考えるワークショップー相互主観的な理解の深 まりを

めざして一」 と題 して、回答集を読んだ後に、各人がそれぞれ 「改めて考えたこと」を文章化

させた後にそれを持ち寄 り、5-7名 程度のグループで、意見交換 とディスカッションのため

時間を設けている。その際、議論の記録 をとらせるとともに、それぞれの グループとして

「〈生きる意味〉を考える際に大切だと考えるポイント」を5点 リス トアップさせ提出させるよ

うにしている。その意図は、すべての回答の表現を交差 させた結果、いくっかの共通の着眼点

や対立点を抽出することにある(後 述)。

さて、これを読む ことで、読者は、学生たちの人生観のほんの一端を垣間見たに過 ぎないの

だが、それにも拘 らず、個々の人生状況に対する畏敬の念を禁 じえないのである。それは、

「意味」に飢えている若者、「意味」への対処の仕方をめぐって迷悟する若者の姿がそこにある

ように思え、そのことへの共鳴が生 じるか らである。たとえば、「この限 られた時間と限 られ

た枚数内で言って もらおうというのは、失礼か もしれませんが、生徒に不誠実ではないでしょ

うか」という率直な意見にこそ、「生きることの意味」の問題に対する誠実さを感 じるのは筆

者だけではなかろう。先に、敢えて短絡的で不躾な問いを学生に突きっけたといったが、それ

は、 このような反応も含めて、学生の率直な反応を引き出すための、半ば確信犯的な仕掛けの

っもりであった。回答集を読むに当たり、学生には以下のことに配慮するように促 している。

・〈ある〉〈ない〉の区別にはたい した意味はない。どちらかが正解であるとか、間違 ってい

るとか言 うのではもちろんない。実際、〈ある〉と答えた者の方が多いが、だか らといって

そこに何 らかの傾向が現われているわけではない。この種の問題に統計をとって も全 くナン

センスである。

・〈ある〉と答えた者が、必ずしも 「意味」が充実 しているわけではない。む しろそのことに

問題を感 じている場合 もある。〈ない〉と答えた者が、必ず しも 「意味」の問題に無関心で

あったり、嫌悪を感 じているわけでもない。むしろ自分にとって 「意味」 は自明だか ら特に

考えないという場合 もある。

・大切なことは、個々に語 られたことを、それぞれ固有の 「語 り」 として読むことである。ま

た、語 られたことが、そのままその人が経験 した現実を表 しているといえない面 もある。現

実はその人の主観や先入観を通 して語 り直されるからである。
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・したが って、 それでその人 の人生観 をすべて把握 で きるな どということに決 して な らないが、

にも拘 らず語 られ た ものは、 その人 の人生 に対す るス タンスを何 らかの形 で表現 している と

もいえ る。

・要す るに、発問 の意図 は、 このような問 いを突 きっ けることで 「生 きる意味」 に対 する一人

ひとりの向 き合 い方 を表現 させ、学生一人 ひと りが 「生 きる意味」 の問題 にっいて思慮 を発

動 させ ることにある。

・ここに語 られ たものの中 には、 これか ら 「生 きる意味」 に我 々が どのよ うに向き合 ってい っ

た らよいのか、 そのことを考え るためのい くっ もの ヒン トが荒削 りなが らす でに見 え隠 れ し

て いる。

最後に、グループごとに提出された5っ のポイントを整理 し、次回の授業の冒頭に提示する。

ある場合には、グループでの抽出の仕方の問題を指摘 しなが らではあるが、学生が抽出した共

通の着眼点や対立点をもとに、例えば、最終的に次のようにまとめ、ワークショップの成果と

して相互主観的理解を共有することを試みている。
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・生 きていること自体、存在 していること自体にすでに 「意味」があると考えるか、

・努力 して作 り上げていくもの(構 成 していくもの)と して考えるか

・人生の各々の状況下で発見 していくものとして捉えるか

・生 きていること自体に 「意味」はなく、生 きることの不安から逃れるために生きている

ことを後から理由付けているに過 ぎないと考えるか

④ 「生きる意味」の根拠にっいてどう考えるか?

・ この 「世界」の内部における他者や仕事や自然 との関係が根拠なのか

・ この 「世界」を超えた何 ものか(「宇宙」「神」「永遠」などと表現されてきたこと)と

の関係か ら考えるべきなのか(「宇宙」全体に意味はあるのか、ないのか)

・世代か ら世代への時間のっなが りにおいて考えるべきなのか(生 命をっなげることが生

きる意味なのか)

5.教 育 か ら問われ て生 きる実践 ヘ ー教職の専門性の中心に 「灯 りをともす」試み一

このような試みは、あくまで、この授業で 「生きる意味」の問題にどのように向き合 うかを

お互 いに考え、思慮を深めるためのきっかけとしているに過ぎない。この後、それぞれの 「語

り」の内容を参照 しなが ら、それぞれの 「生きる意味」の問題への向き合い方に思いをめぐら

す機会をっ くる。そ して、以上のような共通の着眼点や対立点の確認をまとめることによって、

まだ荒削りながら、自分たちの考えの中にすでに「生きる意味 」にっいて思慮を深めるための

様々の貴重な契機が、いわば多様な窓口として存在 していることを自覚させる。さらにその後、

一っの導 きの糸 として、フランクルの 「実存的空虚」の克服と 「人生の観点のコペルニクス的

転回」の思想5を 講義するとともに、私たち一人ひとりの問題として考えるに促す ことにして

いる。一人ひとりの自覚がそのことによってどのくらい深 まるのかは測りようがない。また短

期的な効果を求めるのも本意ではない。あくまで、一石を投 じることに意味がある。

最終的には、現代 という 「意味喪失の時代」に教育が果たすべき使命 とは何かを、教職を目

指す学生自身の問題 として自覚 させ ることに繋げていく。 もちろん、教職 に就かない学生 に

とって も、次世代の育成を担 う大人世代の一員 となる以上、人 ごとでは決 してないことを強調

する。っまり、「人生の観点のコペルニクス的転回」を教育 に焦点づけて、学生 に次のことを

理解させるように試みている。

「私 は、教育(子 ども)に 何かを期待する」 ということが問題なのではない。期待すること
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を 「目標」にして、それを実現するための 「手段」としての期待を教育にかけ、またそのよう

になるように期待 して働きかける 「対象」として子どもを捉えることが重要なのではない。ま

た子どもの内か らの生物学的自己展開と生成を同一視 し、その力に過大な期待を寄せることが

大切なのでもない。そうではなく、翻って 「教育(子 どもと共に生 きるこの状況)は 、私に何

を期待 して(呼 びかけて)い るのか」と問いの観点を転回することが重要なのである。無論、

このことは教師、親をはじめ、大人世代全般に求められている。いっ もすでに子どもとともに

生きる現実へと投げ出されている大人が、そのっどその子どもの存在の固有性 と時間や場所の

唯一性によって規定されるところの、ダイナ ミックに変化する状況下で 「何を呼びかけられて

いるのか」を聴 き取 り(受 動)、 それを行為によって 「応答」する(能 動)在 り方へ転換する

ことが期待されているのである。この 「在 り方」は一朝一夕には実現できないにしても、絶え

ず自己をそのように拓 くことを心がけることで、次第に修練されていくものなのだ。っまり、

そこで教育を担うものの 「責任(答 責)性 」が培われ、大人(教 育者)の 「意味を感受する器

官(=良 心)」 が洗練 されてい くのである。

そ して、このことをいくっかの具体的な教育の場面を例示 し考えさせる。5歳 では母を失い、

自暴自棄になった少年に向き合い、彼がおかれた状況の文脈 に即 して、人間的成長の機会を

次々と拓こうとする幼稚園の先生の例。「あなたの息子が家の窓ガラスを割 った」 という苦情を

鵜呑みにし、頭ごなしに叱りっけて しまった息子と、反省的に思慮深 く和解する父親の例。発

達の遅れの度合いを測定 しようとする一人の心理学者の冷たい眼差 しや息づかいを感 じ取り号

泣する子どもを、見るに耐えかねて膝の上にのせて慰あるもう一人の心理学者の例。偶然教室

に差 し込んだ太陽光線が鋭い三角形を形成 したのを自ら興味深 く観察 し、 とっさに反射とプ リ

ズムの授業を始あ、生徒の関心を釘付 けにする新任理科教師の例。こういった実例を通 して

「意味器官」を洗練させることが、大人=教 育者 としての 「思慮深 さ(thoughtfulness)」(そ の

時々の状況 の文脈を読 み取 り、唯一無二 の 「意味」を感受す るセ ンス)と 「教育的 タク ト

(pedagogicaltact)」(そ の時々の状況における唯一無二 の 「意味」を実現す る判断力と機転)

の形成に繋がることを確認 していく。

結局、大人自身が、そして教師自身が人生や教育から問いかけられていることを自覚 し、そ

れに応答する姿勢のないところでは、大人(教 師)の 成長はありえない し、そのようなところ

では子どもの道徳教育は決 して成就 しないのだということを最後にも強調 している。そのよう

な姿勢が教育者に形成されていないところでは、どんなに計画的に、 目的意識を持って、巧み
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な教育方法を遂行 してみても、子どもに 「人間として生きることの意味」を発見させることは

できないであろう。真の意味での方法とは、目的を成就させるための手段なのではなく、ハイ

デッガーが言 うように、状況の中に隠れている 「真理(意 味)」がおのずか ら明るみに出され

るように配慮することに他ならない。 ソクラテスープラトン的にいえば、そのような 「魂への

配慮」は、教育者の人生の真実に対する 「無知の自覚」な しには始まらない。っまり、大人が

「知っている」「道徳」を子 どもに 「教える」 ことを志向する 「道徳教育」は、その出発点か ら、

本質的な意味で子 どもの人間形成を促すことのできないところに立って しまっているのである。

子どもに影響を与えうる唯一のものは、そのことを不完全ながらも真摯に生きようとする大人

の 「実例(モ デル)」だけである。教育者にできるのは、「道徳」を教えることよりも、人生を

肯定 して 「意味」を実現 して生 きることを身をもって示すことで しかない。

ソクラテスの 「産婆術」の精神をも受け継 ぐフランクルのロゴ ・テラペイアの考え方は、 も

ちろん、決 して唯一絶対の考え方ではありえないが、人類の叡智を結晶化 させて現代に提示 し

ている貴重な実例であることは間違いない。学生一人ひとりがそれと交わって格闘する価値の

ある思想的遺産であることを学生には告げている。 もちろん、それに対 してどういうスタンス

を取るかは、学生一人ひとりの自由である。「眼から鱗が落ちるようだった」 という学生もいれ

ば、「今の自分には受け容れがたい」と感想を漏 らす もの もいる。それはそれでよいのである。

大切なことは、どのような反応であるにせよ学生の魂を揺 り動か し、「生 きる意味」に対する

問題意識を発動させること、「生きる意味」の問題は、人間にとって究極的な関心事だという

ことに気づかせることである。人間が生きることにおいて、それは決 して余剰的な問題ではな

い。確かに、〈まず、食べ ることができなければならない。 まずはそこからだ。人間は 「生 き

る意味」などという霞を食っては生きられない〉などという批判はしばしば聞かれるところで

ある。 しか し、拒食症や過食症の例に見 られるよ うに、「生 きる意味」が感 じらなければ、人

間にとっての基本的な 「食べる」という行為そのものがおか しくなるのである。 フランクルが

強制収容所で確認 したのは、限界状況において 「生きる意味」を見失 った者は食欲 も免疫力 も

低下 し、容易に死に至ったという事実である。逆にパ ンがなくなっても眼に見えない家族のた

めに、ある残された仕事のために 「生きる意味」を確認 した者は飢えや病によく耐えることが

できた。

このことを実証する例は枚挙に暇がないが、教育学や人間形成論の領域ではしばしばホスピ

タリズム(施 設病)が あげられる。ホスピタリズムの発見以来、新生児は、栄養や衛生管理が
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行き届いていたとしても、 自分の存在を肯定 してくれる身近な存在から愛情を注がれる機会を

失 うと、「生 きる意味」を喪失 し、身体の成長を止め免疫力を低下させることが知 られている。

これ らのことは、「生きる意味」を求める精神的欲求(存 在充足願望)が 、身体的・生理的欲求

(所有願望)と 等価であり、両者は分かちがたく結びっいていることを示すものである。 この点

において、マズロー(AbrahamHaroldMaslow,1908-1970)の 欲求段階説に対 してフランク

ルは批判的である。「生きる力」を直接的、能動的に追い求めても、その意図過剰が却 ってその

発揮を困難にさせる。む しろ 「生きる力」は、状況(世 界)か らの呼びかけ(そ のっど唯一無

二の 「生きる意味」)が 摂取 され、それに行為 によって応答 しようとするときに、結果 として

発揮されているものなのである。授業においては、最低限、以上のことに気づかせ るように努

め、「生 きる意味」の問題が、教育者 としての人生の根幹にかかわる重大事であることを示唆

する。実際、「人生と教育から問われている」 ことを自覚 した者が、教え られる技術や知識を

自分な りに意味あるものに変えてい くことができるのであって、〈まずは教員に採用され、食

べていけるように、そ して 「支障な く」教職をこなせるように教育する方が先だ〉という発想

は本末転倒 した考えなのである。

ともか く、大学における養成段階で重要なのは、教職の専門性の中核に、「人生 と教育か ら

問われて生 きる」 という 「灯火」をともし、それを自らで生涯にわたり育てようとする態勢を

形成するよう導 くことであろう。前述の試みは、「道徳教育論」を通 じてであったが、当然な

が らそこでは、21世 紀の生涯学習の時代に家庭 ・学校 ・社会の全体を担 う大人世代全体に、ま

た学校の教育活動全体を担 う教育の専門職である学校教師に、教育者の使命の基本的方向性を

示唆することを暗に狙 った試みであった。 とはいうものの、筆者の拙い試みがどの程度学生の

根本的人生態度や、教育に向き合 う姿勢に影響を与えることができているのかはわからない。

しか し、5年 後、10年 後を睨んで今どのような一石を投 じるか、 このことは教育者の養成にお

いても大切なスタンスであろうと考える。ただし、 ここでは、人生と教育の意味を考えるため

のほんの一例を提示 したに過ぎないわけであるか ら、引き続きこのような問題を、個人的経験

だけではな く、文学や芸術作品の中に、また古今東西の思想の中に、あるいはフランクルの著

作の中に求め、読書 し、考え、自らの生き方を振り返る縁とすることの大切さを告げることが

必要である。

過去の優れた文化遺産に学ぶということは、学問を通 じて人間形成を成就させるということ

であ り、20世 紀の大学 の教養教育において は、ロバ ー ト・ハ ッチ ンス(RobertMaynard
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Hutchins1899-1975)6や モ ーテ ィマー ・ア ドラー(MortimerJ.Adler1902-2001)7等 が 展開 し

て きた 「グ レー トブ ック ・セ ミナー」 などの試 みに代表 され る、 いわゆ る リベ ラル ・アーッ教

育 の重要 な課題で あった。 そ うい った人文主義 の理想 は、 しば しば批判 され るよ うに、単な る

過去 の継承 を志向す る もので も、「教養」 の標準 化 を意図 す るもので も本来 はなか ったはずで

ある。過去 の叡智 に学ぶ ことな しに未来 を創造す る ことはで きないはずであ って、 そのために

は過去の叡智 を現在 の地平 に実現化 させ る、 いわば 「地平融合」(ハ ンス・ゲオル グ・ガダマー;

Hans-GeorgGadamer,1900-2002)の 実 践 が不可 欠なのであ る。 確かに この 自覚 に欠 けると、

教養教 育の形骸化や現実世界 と隔絶 したデ ィレッタ ンテ ィズムを招 くことになる。 その意 味で

は、近 年、専 門家教育 の実践 と して注 目を浴 びてい る 「反省 的実践」(ド ナル ド・シ ョー ン)

の試 み とこの ような リベ ラル ・アーッ教育を結 びっ けることはきわめて重要 であろ う。 そ して

その際、 「人生か ら問 われ て生 きる こと」 を援助 す るために ロゴ・テラペイアの実践が果 た しう

ることは、 さらに本質的な貢献 とはいえな いであ ろうか。 このことは、創造性 を必要 とす るこ

れか らの高度知 識社会 において こそ、改めて、一 層の大 きな意味を もたなけれ ばな らない。 ま

して家庭 や地域社 会の教育 力が低下 し、職 業人、研究者や教師を も含め たあ らゆる大人世代 の、

人間 として、教育者 としての 「心術」 が衰退 して いる中 にあ って、望みの綱 は、時代 の荒波 に

耐 えて残 ってい る優 れた叡智 を 自らの 「生 きる意 味」 の問題 とか らめて学 ぶ ことで もあろう。

教育者 を志 す者 は、 なお さら、 自らの 「無知」 と 「未熟」 を 自覚 し、その ような叡智 より学

び、「意味発見」 を通 じて、現 実 の中 で自 らを絶えず成長 させて い く姿勢 を持 たなければな ら

ない。何 よ りも、優 れた叡智 は、先入観 や 自己中心 的欲求 によ る視野狭窄 を打 ち砕 く力を持 っ

ている。教職課程 のみを担 当す る筆者 には、学生 とともに書物 を じっくり読 む とい う機 会 はご

く限 られ るので あるが、教職課程 の 「総合演習」 において、 フランクルの 『それで も人生 にイ

ェスとい う』8を学生 とと もに読解 し、 そ こか ら、環境倫理、生命倫理、 医療倫理等 を通 じて問

題化 されて い る具体的 な事象 について デ ィス カ ッシ ョンし、現代 にお いて先鋭化 されて い る

「生 きる意味」 の問題 にっいて の思慮 を深 めよ うと努力 して いる。現在人類 が直面す る諸問題

を 「総合的 な学習 の時間」 にお いて扱 うノウハ ウや断片的知識 を授 ける ことよ りも、 それを扱

う人間の世界観や人間観を深め ることに資す ることが よ り養成段階 の本質 にか な っている と考

え るか らであ る。逆 に言えば、「生 きる意味」 に対 す る思慮 のない ところでは、「生命倫理」「環

境倫理」で問題化 され る事象を根底か ら掴む ことはで きない。っ ま り、 それ らの問題 は 「人間

はいか に生 きるか」 とい う根 源的 な問 い に深 くかかわ って いる とい う認識 において 「総 合演
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習」を進めているのである。

さて、 この 『それでも人生にイエスという』は、フランクルが戦後まもなく行 った講演集で

あり、「人間の尊厳にっいて」「生命と死の意味」「限界状況における生 きる意味の発見」など、

ロゴ・テラペイアの思想が凝縮 されて語 られている。テキス ト解釈を しっか り進めなが ら、毎

回のテーマの理解を 「解釈 レポー ト」の作成を通 じて促 し、それを発表させて相互の対話を通

じて、理解を深あようと試みている。また、「総合演習」の最後の課題 は、この書物 における

フランクルの思想を、参加 した学生一人ひとりが、自らの人生状況の文脈においてどのように

受け留あたかを、文章で表現 させ、それを レポー トとして提出させることにある。いくっかの

例を示 しておこう。親に捨てられ、人問に対する信頼を失った孤独な恋人との腐れ縁を脱却 し

ようともがき苦 しみ、自分 もまた人生の意味を見失 っていた只中で、ニーチェやフランクルに

出会 ったことが、自分の人生観を大 きく揺 さぶったことを吐露する者。他方、フランクルの考

えをよく理解 した上でも、「人生は楽 しみのためにあるのではない」 というフランクルの思想

そのものが受け容れがたく自分の人生観を変えるっもりはないと、半ば強情なまでに言い張る

者。さらには、よく理解できない面が多 く難 しかったが、なんとな く扱われていた トピックス

の中にはこれからも考え続けたい気にかかるテーマが存在 したと冷静に語る者もいる。また、

毎週の事前の読書を怠 り、不十分なテキス ト解釈ゆえフランクルの考えを誤 った仕方で理解 し

たまま 「ためになった」と書 く者 もいる。当然ながら、 このように受 け留め方は様々に表現さ

れるわけであるが、 ここでは、率直にこの課題 と向き合い自己を見っめ、 この課題を通 して新

たな発見をしたという、かって演習に参加 した卒業生のレポー トを紹介 しておこう。

私は、 この 「それで も人生 にイエスと言 う」 とい う本を読んで歴史上 の事実を学 び、またそ

れとともに様 々な ことを改あて考えることがで きた。 フランクルは第2次 世界大戦中のナチの

収容所という惨た らしい状況の中であ って も、人間観察、洞察力、そ していっ も 「希望」 を見

っ けて、生 き抜いてきた。 このよ うな悲惨 な状況で 「希望」なんてあるのかと思 ったが、 フラ

ンクルは希望 を失 うとい うよ り、 自ら 「希望」を作 り出 した。 その ことにただただ驚 くばか り

であ った。人間 とはどんな極限状況であって も希望 を見っけて生 きていくことができるのだ と

いうことを学んだ。 また、人間にとって耐えるということは、大切である。長い人生の うち、

楽 しみよりも苦 しみの方が多いか もしれない。 しか し、痛 みや苦 しみ、悩 みがあるか らこそ、

その中に希望を生み出す ことがで きるので はないだろうか。楽 しみばか り経験 している人間な
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んておそらくこの世にはいない。人 それぞれ、様 々な痛みや苦 しみ、悩みを抱えて生 きている。

重要なのは、その様々な苦難に対 して自分自身がどう向 き合 うかにあると私は思 う。

人生 は何が起 きるかなんて誰にもわか らない。明 日、突然 うれ しいことが起 きるかもしれな

い し、胸が張 り裂けるような悲 しいことが起 きた りするか もしれない。今回、 この本を読み進

めていた時期が、ち ょうど、JR尼 崎駅の電車脱線事故の時であ った。だか ら、授業の内容 と

リンクさせて考えることが多かった。私は、事故の遭 った路線 とちょうど同 じ路線 を通 って通

学 している。事故が起きた時間 はたまたま授業がな くて電車 に乗 っていなか ったが、知人 も事

故 にあった し、 とて も人事だとは思えない衝撃的な事故であった。あの事故 はテ レビで見て初

めて知 った。 自分の見ている映像が現実 だと思えなかった。電車事故 のニュースで死亡 した人

の名前が出て くるたびに胸が痛んだ。それ は、私 と同 じ年齢 ぐらいの名前が並ぶか らだ。や り

たい こと、夢、希望 … 数 えきれないくらいの未来があったであろう。 それを無念 にも絶 っ

て しまったのだ。 その犠牲者のことを思 って自分を振 り返る。「自分 とは本当に何 こともなく健

康で特 に問題 もな く生活す る日々を送 っているのだろう。」 と心の中でそ う思 った。そ こで改

あて、生 きている意味の重み と一 日の大切さを感 じた。無念 でこの世を去 った犠牲者 のことを

さらに思 いっっ、 この一瞬、一瞬、全ての生 きている時間を大切 にしたいと思 った。

生 きていれば、 どんなときで も希望がある、 とい うのは うれ しいことだ と思 う。私は、大学 に

進学 したのも、大学で本当にや りたいことが見っけられた らいいなという軽い思いで進学 した

し、 この20年 間ただ流 されるままに生きて きたようなことが多 いように思 う。だか ら、 これか

ら就職す るにあたっては、 もっと本当に自分の したいことを選択 しなければいけないと思 う。

この本 のタイ トルである、「それで も人生 にイエス と言 う」 とい う言葉。 これ は極限状態を

体験 した フランクルが人生に対 して出 した結論である。「人生 に対 してイエスということとはど

ん なことだろう。」 と思いなが ら読 んで いた。読む前 はキ リス ト教の本か とも思 った。逆 に、

人生 に対 してノーということは簡単に考え られる。それは、「どうせ自分なんて… 」 とか、何

か物事をする前か らあ きらあて しまうことであろう。そ う考えると、人生 に対 して ノーとい う

のは簡単だ。 それに対 し、人生 に対 してイエスということはどんなに勇気がいることだろうか。

私は、 この20年 間生 きて きた中で、どれだ けイエスといえることができたであろうか。最初か

らあきらめて しまうことがどれだけあ っただろう。 これか らの人生、今までよ りももっと大変

な ことが待 ち受 けているか もしれないが、未成年か ら成年になったこの機会にその苦難に対 し

て乗 り越えていけるような強い自分になろ うと思 う。自分 自身に対 しイエスということをこれ
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か らの人生 の中で少 しで も増や してしていきたいと思 う。

世界に意味はあるのだろうかとい う問いに対 して、フランクルは二っの考え方があると述べ

ているが、私 は、世界には真の意味があ り、人はそれを追い求ある存在 なのか もしれないので

はないかと思 った。人生 や世界の真の意味は、問いをなげかけるだけで、答えは、生 きてい く

なかで、 自分でその問いに答えることで しか意味を見出す ことはできない。その日々の答 えの

積み重ねが 自分の人生を作 り上 げているのではないだろ うか。 そのとき、 自分が していること

が正 しいのか、間違 っているのか はわか らない。あ とか ら振 り返 って初 めて、よか ったか悪

か ったかどうかがわか る。そ して、今まで自分が見出 して きた答えが間違 っていると気づ くと

きが きたら、また、新たな意味を自分の中で追い続けるのだ と思 う。

人生というのはっまり、人生 の意味を 自分 自身で見出 し、それ とともに、人生がわた したち

それぞれに与 える課題 に対 し責任を もって行動することだと思 う。 それは結局 のところ、 自分

自身にかか っているのだ。 自分が行動す るか しないか。それだけである。

人聞 は生 きていればいろんなことがある。 もちろん、失敗することも後悔することだってた く

さん ある。で も、人間、死んで しまった ら終わ りである。生 きていれば、仲良 しの友達に会 う

こともできるし、好 きな音楽を聴いたり、 いろんなところへ出かけたりもで きる。 もっともっ

と楽 しいことが これか ら待 っているであろ う。時々、 このままこんなにだ らだ らとなん とな く

大学生活 を送 っていていいのだろうかと思 うことがあるが、 この本を読んで自分 自身の人生 は

愛 しいと思えるようにな りたいと思 った。フランクルは、すごい人生を歩んできたが、それを

自分 に対 しての使命だとして希望を失わなかったということがす ごい。フランクルは、 もし生

まれ変わることができた として も、 もう一度、同 じ人生を歩む というであろう。そ う思 う理由

は、 フラ ンクルは、 自分の人生を肯定 しているからである。私 もこのように自分の人生 にイエ

スと言えるように、与え られた使命 を受け入れていきたいと思 う。今までの私 は他人 と比較す

ることが多 く、他の人を基準 と して、自分の位置を確認 していた ことが多かったように思 うし、

時には人が うらやま しくて自分 はなんてっいてないんだと投 げ出 したくなるときもあった。で

も、今思 うとそれ も人生である。いいこともあればいやな ことだ ってあるにきまっている。 こ

れか ら、 自分 自身の人生が愛 しいといえるように生 きていきたいと思 う。 自分 らしく、頑張 っ

てすてきな人生 を歩んでいきたいと思 う。人生にイエスといえるように。

今回の総合演習 という授業 を受講す るにあたって、 自分 と同世代 の人が どう考えてい るか

様 々な意見を聞 く機会が もてて本当によかった と思 う。 自分では気づきもしなか ったことに注
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目 して、意見を言 っていたので新たな発見が多 くて非常に勉強になった。自分 はまだまだだな

と改めて考えさせ られた。普段の授業ではなかなかこういった機会を持っ ことがで きないので、

今回の授業は貴重な体験 となった。

以上は、 フランクルの思想と演習に参加 したことを肯定的に受け留めていた学生の読後感、

ならびに演習終了後の所感である。JRの 脱線事故の衝撃を身近 に経験 したという特別な状況

が反映 してはいるが、それ以外 はごく 「普通」の20歳 の学生かもしれない(も っとも、一人

ひとりの学生が固有な人格である以上、このような表現は慎むべきであるが …)。 この学

生の率直な文章表現 は、教職課程の受講生の中でも標準以上に属するであろう。この気負いも

なく淡々と語 られている感想の中に、少なくともフランクルのロゴ ・テラペイアの思想を自ら

の現実に照 らし合わせて理解 しようとしている姿勢が現われていると思われる。とにか く誠実

に受け留めているところが印象的なレポー トである。 もちろん一方では、フランクルの考え方

の中には得心がいかない部分があることから批判的な意見が表明される場合もあり、それはそ

れで、そのことで学生の考えが深まっているなら、よろこぶべきであろう。

ともか く、 ともすれば自己中心性に引き戻 され、視野狭窄 に陥りがちな、現代の若者に揺さ

ぶ りをかけ、「人生や教育か ら問われて生きる」ことの重要性を提示 したということをもって、

この演習のひとまずの目的は達せ られたとせざるを得ない。すべての参加者 に、少なくとも自

らの生き方を問 うことの切実さを伝えられていないのであれば、それは導 き手の力量不足であ

ろう。実際のところ、筆者はここ数年間の試みの中で、毎年の演習参加者(十 数人程度)の う

ち、数人程度には人生に誠実に向き合 うきっかけは与えていたように感 じてはいる。 これを少

数とみるか十分とみるか、考えようであるが、導 き手 としては、5年 ・10年という展望の中で、

彼 らの人間的成長と教育者としての成長に資するものでありたいと願 うだけである。 ともかく

最後にあたって、すべての参加者に対 して、良書は手放さず、折 りに触れて読み返すと、その

っどの発見があるということを強調 して、演習を終えることにしている。書物を通 して過去の

叡智を学生に媒介するには、常にその媒介者に、過去の叡智 と現実の生活世界 とが触れ合 うと

ころを言葉にする努力と教養が求められるということを痛切に感 じているところである。

おわ りに

己の拙い試みを公の眼にさらすことは、とて も恥ずか しいことである。それにもかかわらず、
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このことを試みたのは、自らの仕事のフィール ドである教育者養成の現場 において、研究課題

としてきたロゴ ・テラペイアの臨床知をいかに活かすか ということが、いよいよ切実な問題と

なってきたからである。研究と教育活動の融合は、学部教育の再生においても切実な課題であ

ろう。 もしも、政治や経済の要求を下請けする機関に既あられるのであれば、学問の自由と自

治において創造性を培うという大学の歴史的使命は消失 し、そのことが これからの時代の文化

の衰退を招 くことは明白である。 とりわけ、「体験一省察」の螺旋状の循環ループを教員養成

カ リキュラムの中で活性化 させることが、大学における開放制の教員養成をより創造的なもの

にする課題9で あるとするならば、その循環の質を確保するために 「深 く考える」ための機会

を与え、「思慮深いタク ト」の形成に繋げることが必要である。免許法の縛 りと形式的な行政

指導の弊害という制約を引き受けっっ、限られた条件の中で自分なりに遂行 している授業実践

の試みを言葉にすることで自己反省の契機 とし、他者か らのア ドバイスを請いたか ったのであ

る。「教育実習」や 「介護等体験」のほかに 「スクールイ ンター ンシップ」などの機会が増える

ことは好ましいことか もしれない。 しかし、問題は経験の質である。早 く職業世界に慣れると

いう目的のために行われるのだとすれば、そういった機会を増 してもあまり意味があるとは思

えない。 しばしば指摘されるように、教職という世界の独特の思考様式や行動様式、そ して言

語体系は、 しばしば硬直化 しているので、それに馴染むことは、むしろ、そのっどの子どもと

教育のアクチュアリティーか ら遠ざかることにもなりかねないのである。 自己発見を伴わない

経験は自己成長を促さないであろう。そしてその意味では、むしろ、人間は誰でも、常にすで

に 「人生」を実践 して生きていることを思い起こした方がよい。教員 も学生 も大学教育 という

実践の参画者であ り、より広い意味では、「人生」という実践の場を共有する 「同行人」なの

である。

最後に、拙い授業実践の披渥に付き合わされた学生諸君に感謝の意を表 しておきたい。彼 ら、

彼女らが語って くれた言葉によって救われ、励まされることがあったことは少なくない。続編

では、 ロゴ ・テラペイアの視点からみた 「教員養成」の問題と今後求められるあり方にっいて

論 じることとしたい。

*な お、 本稿 に対 す るご意 見 ・ア ドバイスを以下 までいただ ければ幸 いです。

philedu@msa.kindai.ac.jp
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人生(教 育)か ら問われて生きるという実践 一教育者の養成とロゴ・テラペイア(2)一

1

2

3

4

7

拙稿 「21世紀 における専門家教育の方向性を問 う 一教育者の養成 とロゴ ・テラペイァ

(1)一 」「近畿大学教育論叢』第18巻 第2号(2007年2月)

和田修二著 『改訂版教育的人間学』放送大学教育振興会,1998年 、ユ15-116頁 を参照の

こと。

拙稿 「『生 きる力』の把え方 と現代 における人聞形成の課題」教育論叢(近 畿大学教職教

育部)、1996年 第8巻 第2号

フランクルのロゴ・テラペイアでは、 この生 き方の方向性の転換を 「人生に何かを期待す

る」自己中心性か ら、「人生に何を期待 されているかを発見 し実現する」自己超越性への

転換と考えていることを前稿(1)に おいても示 している。

本稿の前編(注1参 照)に その概略を示 している。

ハ ッチンスは、1929年 にシカゴ大学学長 になり、1951年 まで シカゴ大学で大学行政、改

革に従事 した人物である。その間、精力的に学部・大学院の組織改革を行い、特にシカゴ・

プランと呼ばれる大学学部改革は過度の専門教育志向と職業志向を排 し、教養教育(lib-

eralarts)を 重視する画期的なものであったと言われる。"TheLearningSociety"(1968)

は、晩年 に出版 した著書であり、彼の学習に対する姿勢や考え方を体系化 したものである。

教養ある市民からなる社会を志向するハ ッチンスにとって、市民が自由な時間(余 暇)に

学習 していた古代アテネの社会が、彼の学習社会のモデルであったといわれている。(日本

生涯教育学会 『生涯学習研究e事 典』 日本生涯教育学会、「学習社会論」(岩 崎久美子著)

を参照 した。)

14歳 のとき高校を ドロップアウ トしたア ドラーは、新聞社での使 い走 りの原稿係をしな

が ら、 ジャーナ リス トを志望 していた。そのための勉学の際に出会 った多くの大著述家た

ちに魅せ られ、 コロンビア大学で哲学を学ぶべ く入学する。 しかし、水泳の試験で不合格

になったことで大学を卒業できず(後 に名誉学士号を授けられる)、そのまま大学にとど

まり勉学を続け、とうとう哲学の博士号と教授資格まで得た、 という異色の経歴の持ち主

である。1930年 に彼は、 シカゴ大学哲学科の教員に任命 され、そこでハ ッチンスに出会

う。ハ ッチ ンスは、グレー トブック ・プログラムの創設者であった。ア ドラーは、哲学研

究所を創設 し、所長を務めたほか、ブリタニカ百科事典の編集責任者をハ ッチンスより引

き継いでいる。また、「パイデイア・プログラム」を提案 し、古典の読書とディスカッショ
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ンを 中心 と したカ リキ ュラムを、大学 の みな らず、初等 ・中等教育 において も提 案 し、

ハ ッチ ンスの提唱 した 「(生涯)学 習社会」 の具体 的 ・民主主義的実現 に努 力 した。(vg1 .

"M
ortimer.Adler"FromWikipedia,"CenterforthestudyofTheGreatldeas"

FoundedbyMortimerJ.AdlerandMaxWeismann;http://www。thegreatideas.org/)

8V.E.フ ラ ンクル著、 山田邦 男、松 田美 佳訳 『それ で も人生 にイ エス とい う』、春秋 社、

1993年

9た とえ ば、 日本教育大学協会 「モデル ・コアカ リキ ュラム」研究 プ ロジェク ト編 『教員養

成 の 「モデル ・コア ・カ リキュ ラム」 の検討一 「教員養成 コア科 目群」 を基軸 に した カ リ

キュラム作 りの提案 一』(2004年3月31日)な どにそのよ うな提案がな されて いる。
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